
金
滞
古
蹟
志
巻
叶
三

寛
文
二
年
小
立
野
へ
移
縛
再
奥
被
a
仰
付
-
と
書
紋
せ
た
れ
E
、
此
は

再
建
落
成
の
年
暦
な
る
べ
し
。

O
如
来
寺
塔
頭
社

十
二
冊
定
書
に
云
ふ
。
如
来
寺
塔
頭
信
入
院
・
嬬
取
院
、
如
来
寺
関

山
取
立
之
寺
に
て
、
最
前
夫
徳
院
殿
よ
り
槌
現
様
御
位
牌
御
立
渉
成

候
時
分
御
再
興
、
寛
文
元
年
小
立
野
へ
御
移
辞
成
。
と
あ
り
。
さ
れ

ば
元
和
四
年
に
如
来
寺
卯
辰
山
に
鐙
轡
辞
命
頃
、
爾
塔
頭
も
再
建
を

命
ぜ
ら
れ
し
と
也
。

。
如
来
寺
塔
頭
組
問
偉
鼠

三
登
記
に
云
ふ
。
玉
来
院
殿
御
歳
五
十
裁
に
て
、
元
和
九
年
の
三
月

廿
四
日
に
御
遼
行
あ
り
。
共
の
節
老
中
よ
り
獅
子
之
助
と
云
ふ
御
相

撲
の
者
を
貧
困
寺
へ
建
し
、
玉
泉
院
様
御
逮
行
の
案
内
と
し
て
被
v

諮
‘
早
々
登
城
有
ぺ
き
よ
し
申
達
し
け
れ
ば
、
獅
子
之
助
英
勝
す
さ

ま
じ
き
大
男
に
て
大
た
で
付
故
、
荒
五
郎
と
も
云
ひ
た
き
男
.
長
き

刀
を
指
し
、
貧
困
寺
に
早
々
と
勤
む
れ
ば
、
和
倫
此
の
体
を
念
度
見

て
、
夜
中
に
は
あ
り
、
是
低
ま
さ
し
く
盗
賊
の
我
を
い
ざ
・
な
ひ
、
何

方
に
て
か
打
殺
し
、
衣
を
は
ぎ
と
ら
ん
と
の
謀
た
る
ぺ
し
。
卒
爾
に

罷
出

τは
あ
し
か
り
た
ん
と
心
得
て
、
和
倫
被
v
申
は
‘
玉
泉
院
殿
御

が
い
L
F
K
L
H
-
u
h
J
r
p
M
l
;
f
h白
川

[tfyJEt-ι
直
川
崎
市
山

さ
れ
ば
貧
困
寺
の
察
発
和
倫
も
、
強
力
に
て
早
馬
乗
の
上
手
也
。
緋

慶
を
も
欺
く
程
の
和
備
な
れ
ど
も
.
岡
島
ぢ
せ
ら
れ
し
可
笑
し
さ
よ

と
諸
人
申
あ
へ
り
け
り
。
担
彼
の
如
来
寺
塔
頭
の
組
関
を
殺
し
た
る

者
は
、
後
.
々
に
聞
え
け
り
。
黒
田
額
母
と
去
ふ
御
小
姓
の
番
頭
b
h
y
o

共
の
家
磁
に
林
藤
左
衛
門
と
云
ふ
者
の
女
あ
り
。
浮
土
宗
に
て
組
関

且
那
た
り
。
常
々
-
参
詣
し
て
組
関
と
密
通
す
。
男
聞
き
て
、
組
関
を

た
ば
か
り
出
し
ぺ
則
ち
女
も
た
ば
か
り
連
れ
出
し
、
一
つ
所
に
て
訂

殺
し
.
加
州
を
立
退
き
け
り
と
後
に
聞
え
け
り
と
ぞ
。
と
あ
り
。
今

按
宇
る
に
、
右
塔
頭
は
‘
信
入
院
か
婚
取
院
在
る
か
未
だ
詳
か
な
ら

宇。O
普
香
山
蓮
昌
寺

法
華
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
賞
寺
開
基
、
実
正
十
年

僻
目
蒋
建
立
。
寺
屋
敷
は
日
蒋
之
弟
子
目
前
之
代
、
鹿
長
十
八
年
従
昌

待
踊
院
殿
-
微
妙
公
へ
被
=
仰
進
一
浅
野
川
閥
助
馬
場
近
所
に
て
葬
領
罷

在
候
底
・
藩
之
御
用
地
に
而
被
昌
召
上
二
菅
地
卯
辰
油
木
山
に
而
拝
領

辞
仰
付
一
寿
建
立
仕
慮
、
高
治
元
年
に
焼
失
仕
‘
共
後
如
来
寺
跡
屋

敷
を
寧
v
願
.
拝
領
被
a
仰
付
一
子
炉
今
罷
在
候
。
従
昌
縛
稿
院
殿
-
御
寄
進

物
色
々
有
v
之
候
底
.
高
治
元
年
三
月
廿
六
日
火
災
之
節
不
v
捜
焼
失

金
揮
官
蹟
志
品
骨
骨
三

ニ
O

港
行
た
ら
ぽ
、
老
中
か
御
一
門
方
よ
り
か
・
書
札
に
て
し
か
と
御
伎
一

者
等
の
有
る
べ
き
に
、
和
E
の
が
勝
は
‘
先
年
利
長
公
の
高
岡
に
御

在
携
の
時
、
歌
舞
伎
者
共
数
十
人
と
ら
へ

τ
張
付
に
被
a
仰
付
-
夢
の

そ
ろ
え
も
ん
・
三
味
骨
右
衛
門
た
ど
‘
か
や
う
成
る
有
機
の
者
怠
ら

ん
。
何
者
ぞ
名
を
名
の
れ
と
被
v
申
け
れ
ば
、
獅
子
之
助
興
さ
め
て
立

蹄
り
、
共
の
由
申
上
け
れ
ば
、
和
倫
申
す
所
も
克
と
て
、
御
使
番
を

被
詰
一
式
々
。
掠
玉
泉
院
様
御
逮
行
之
時
貧
困
寺
和
備
、
獅
子
之
助
に

逢
ひ

τ夜
盗
と
思
は
れ
け
る
に
.
利
常
卿
の
和
倫
も
申
す
所
理
あ
り

と
御
意
被
v
成
事
は
，
共
の
春
正
月
の
初
に
、
演
野
川
の
山
の
根
に
如

来
寺
あ
り
。
一
一
胸
に
組
関
と
去
ふ
坊
主
あ
り
。
塔
頭
に
小
寺
を
作
り
、

共
の
奇
麗
怠
る
事
都
の
古
跡
に
ひ
と
し
。
図
鑑
裏
の
縁
た
E
梨
子
地

蒔
緒
に
し
て
、
'
諸
人
出
入
致
し
慰
み
け
り
。
し
か
も
手
前
有
徳
人
に

て
有
り
け
り
と
沙
汰
し
け
り
。
然
鹿
夜
中
亡
者
を
還
り
度
由
申
来

る
。
組
関
袈
裟
衣
を
着
飾
り
、
同
宿
一
人
・
草
履
取
連
れ
て
、
馬
谷
の

奥
た
る
三
昧
へ
参
り
け
れ
ば
、
同
宿
・
小
者
を
遁
梯
ひ
、
組
闘
を
切
殺

し
、
袈
裟
・
衣
を
剥
ぎ
取
り
て
死
骸
を
置
け
る
を
、
共
の
あ
か
つ
き
に

寺
よ
り
等
ね
見
付
け
た
り
。
故
に
共
の
頃
出
家
方
に
は
、
夜
中
に
む

ざ
と
等
師
に
出
づ
る
事
を
吟
味
し
て
、
憾
な
ら
ね
ば
出
で
ぎ
り
け
り
。

t
t
I
h
k
f
p
h
E
R
I
p
t地
目
品
見
』
直

i
r
f
I
l
r
u
f

仕
、
且
従
品
薄
繭
院
殿
一
賞
寺
中
興
三
世
田
建
与
申
借
へ
御
祈
勝
被
昌
仰

付
一
毎
年
御
札
-a也
教
等
献
上
仕
に
付
、
詩
編
院
殿
御
意
之
趣
女
中
奉

書
之
文
教
通
所
持
仕
。
と
あ
り
。
按
・
宇
る
に
、
油
木
山
月
心
寺
由
来

書
に
、
明
暦
元
年
屋
敷
替
設
し
、
本
如
来
寺
町
之
内
に
寺
港
立
殺
し
、

共
後
日
蓮
宗
蓮
昌
寺
上
ゲ
地
へ
移
縛
仕
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
蓮
昌
寺

は
、
油
木
山
よ
り
如
来
寺
一
跡
屋
敷
へ
移
穂
し
・
月
心
・
与
す
は
元
如
来
忠
弘

g

よ
り
、
油
木
山
の
蓮
昌
寺
跡
屋
敷
へ
移
縛
せ
し
も
の
也
。
雨
寺
共
移

穂
は
高
治
年
中
の
事
左
ら
ん
か
。

。
封
島
山
宗
龍
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
替
に
一
宮
ふ
。
蛍
寺
開
基
、
慶
長
十
七

年
明
暗
長
老
創
立
設
し
度
皆
に
而
.
金
滞
盤
屋
町
民
於
而
寺
地
七
百

歩
拝
領
設
し
遊
立
。
共
頃
不
破
源
六
先
組
被
昌
取
立
一
親
之
法
名
を
以

宗
江
寺
と
稀
す
。
元
和
丸
年
夫
徳
院
殿
御
逝
去
之
節
、
明
庵
長
老
御

剃
髪
之
儀
式
、
品
格
骸
之
御
昏
被
昌
仰
付
一
則
掌
骸
之
廻
り
に
被
目
立
世
-
候

界
風
一
鍵
・
御
机
一
脚
奔
領
被
a
仰
付
一
蛍
寺
校
割
に
相
成
、
子
炉
今
有
v

之
。
高
治
三
年
寺
地
御
用
地
に
相
成
被
右
上
一
銭
円
巻
地
-
小
立
野
に

て
八
百
歩
拝
領
被
昌
仰
付
二
央
節
岡
嶋
市
郎
兵
衛
一
一
類
、
御
老
中
ま
で

被
巴
申
上
-
・
寺
取
立
、
則
岡
嶋
先
祖
之
法
名
を
以
宗
能
寺
と
改
蹴
仕
、




